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り
も
12
番
位
ま
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
は
７
演
目
の
み
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
伝
承
体
制
〉

　
郷
土
芸
能
保
存
の
中
核
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
本
城
郷
友
団（
通
称
若
勢
会
）

で
す
が
、
会
員
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
に
入
学
す
る
と
、
男
は
棒

術
、
女
は
奴
踊
り
の
練
習
が
恒
例
で
、

毎
晩
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今

は
児
童
も
少
な
く
な
り
、
お
盆
に
帰
省

す
る
若
者
や
集
落
の
人
た
ち
の
支
援
で

先
祖
供
養
の
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

◇
開
催
日
・
場
所　
毎
年
８
月
13
日
に

浄
福
寺
境
内
及
び
本
城
荒
町
の
２
か
所

で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、「
米
内
沢
町
郷
土
史
金
家
文
書

Ⅱ
」、
本
城
郷
友
団（
調
査・聞
き
取
り
）

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

「まちづくり・カレッジ “知域 ”活動勉強会」「まちづくり・カレッジ “知域 ”活動勉強会」

　▲“地域” で話題にしたいことを話し合う参加者

　10月30日と11月６日の２回にわたり「まちづく
り・カレッジ “知域（ちいき）” 活動勉強会」が、
中央公民館で開催され、（仮称）生涯学習交流施設市
民ワークショップや行政、商工観光関係者、一般市
民などから合わせて40人が参加しました。
　勉強会では、講師の吉田理紗さんから「学びから
のまちづくり」を仕掛けるネットワークの構築や、
地域で個の力を活かす方法等について学び、特に地
域を “知域” と捉え、地元のことを良く知ることに
より、グローバルで異種のものを編集していく手法

や、新潟市上古町商店街のブランディング事例等か
ら、今後の活動への多くのヒントを得ていました。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

81

○「
当
田
流
棒
術
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
本
城

◇
管
理
者　
本
城
郷
友
団
（
若
勢
会
）

〈
内
容
〉

　
北
秋
田
市
本
城
に
伝
わ
る
棒
術
・
奴

踊
り
は
、
先
祖
供
養
と
い
わ
れ
、
お
盆

の
夜
に
披
露
さ
れ
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
棒
術
の
「
ぶ
っ
込
み
」
を
先
頭
に
、

露
払
い
・
高
灯
籠
・
奴
・
な
ぎ
な
た
な

ど
の
行
列
で
入
場
し
、
奴
踊
り
７
演
目
、

棒
術
６
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
棒
術
に
つ
い
て
は
「
米
内
沢
町
郷
土

史
金
家
文
書
Ⅱ
」
に
、
嘉
永
年
間
（
１

８
４
８
年
〜
）
上
川
沿
村
古
館
部
落
の

人
が
伝
え
、
指
南
系
図
は
当
田
流
で
あ

る
と
詳
し
い
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
は
太
刀
と
鎖
鎌
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
現
在
は
棒
の
型
６
本
の
み
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奴
踊
り
と
獅
子
踊
り
は
、
戦
後
復
活

に
当
た
り
、
阿
仁
町
荒
瀬
か
ら
師
匠
を

招
い
て
指
導
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
雌
１
頭
に
雄
２
頭
の
獅
子
踊
り

は
、
今
は
伝
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
奴
踊

　
各
種
講
座
な
ど
で
学
習
し
た
成
果
を
発

表
し
、
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的

に
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　
12
月
20
日（
土
）

時
間　
９
時
30
分
〜
15
時

会
場　
中
央
公
民
館

内
容　

〈
午
前
〉 

ス
テ
ー
ジ
発
表
、体
験
コ
ー
ナ
ー

〈
午
後
〉 

絵
本
「
う
ん
こ
」
で
多
く
の
賞

を
受
賞
し
た
絵
本
作
家
の
サ
ト
シ
ン
さ
ん

と
大
仙
市
の
パ
パ
絵
本
チ
ー
ム
「
パ
パ
コ

ラ
ボ
」
会
長
の
高
橋
寛
光
さ
ん
に
よ
る
絵

本
ラ
イ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
う
ん
コ
ラ
ボ
」
を

開
催
し
ま
す
。

◇
県
立
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校

　
「
絆
カ
フ
ェ
」
コ
ー
ヒ
ー
販
売
ほ
か

　
「
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
」
の
プ
レ

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
６
日（
土
）14
時
〜

会
場　
葛
黒
林
業
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
祭
り
を
守
る
人
々
」

講
師　
丸
谷　
仁
美　
氏

（
秋
田
県
立
博
物
館　
学
芸
員
）

主
催　
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ

勇壮な舞で会場を魅了勇壮な舞で会場を魅了

　青少年育成北秋田市民会議主催の「第16回子ど
もたちの伝承芸能合同発表会」が、11月15日に北
秋田市交流センターで行われ、鷹巣南中学校｢祇園
太鼓｣と鷹巣南小学校「七日市奴踊り・上舟木駒踊
り」が出演し、学校や地域で取り組んでいる太鼓や
踊りなどの伝承芸能を披露しました。
　児童・生徒たちは太鼓の音を轟かせ、軽快な鐘や
笛に合わせた奴踊りのしなやかな舞や、伝承衣装に
身を包み勇壮な駒踊りで、招待された福祉施設利用
者の皆さんや会場の方々を魅了しました。伝統のあ 　▲鷹巣南小の上舟木駒踊り

る地域の芸能を引き継ぎ、勇壮な舞を披露した子ど
もたちに、会場からは大きな拍手が送られました。

～公民館による「おらほの地域応援し隊2014」～

～第16回子どもたちの伝承芸能合同発表会～

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

申
問
　
　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　
生
涯
学
習
奨
励
員
に
よ
る

　
大
人
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ

申
問
　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

　
生
涯
学
習
フ
ェス
タ
＆
絵
本
ラ
イ
ブ

　

 

中
央
公
民
館　
62
‐
1
1
3
0

問

　 本城に伝わる当田流棒術

　
お
さ
る
べ
さ
集
ま
る
べ
講
座

　
　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

　

 

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

申
問

 「
ピ
ッ
コ
ロ
」
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
絵
本
作
家
サ
ト
シ
ン
さ
ん
と
「
お
は
な

し
ピ
ッ
コ
ロ
」、
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁

村
の
生
涯
学
習
奨
励
員
に
よ
る
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
当
日
は
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
12
月
20
日（
土
）10
時
〜
12
時

会
場　
合
川
公
民
館

申
込
締
切　
12
月
16
日（
火
）

　
お
正
月
は
手
作
り
の
ミ
ニ

門
松
を
飾
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　
12
月
10
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
森
吉
公
民
館
／
講
師　
櫻
井
巌
氏

教
材
費　
千
円
程
度
／
定
員　
10
人

申
込
締
切　
12
月
５
日（
金
）

日
時　
12
月
20
日（
土
）14
時
〜

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　
無
料

出
演　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
／
Ｍ・
Ｍ・
Ｃ

ともに学び、地域の輪をひろげようともに学び、地域の輪をひろげよう

　「阿仁文化交流のつどい」が、11月16日と17日
の２日間、阿仁ふるさと文化センターで開催されま
した。
　会場には、保育園児や小・中学生の作品、各団体
・グループ、公民館講座による作品など430点余り
が展示され、訪れた人たちの目を引いていました。
　また、演示部門では、阿仁合・大阿仁保育園のお
遊戯のほか、17団体の発表が行われ、中でも初出
演の阿仁ドラムサークルは、観客と一体となった演
奏で会場を盛り上げました。最後は郷土芸能の「阿 　▲会場が一体となった阿仁ドラムサークルの演奏

仁からめ節」が披露され、会場いっぱいの拍手に包
まれながら阿仁文化交流のつどいを終了しました。～阿仁文化交流のつどい～

　
門
松
作
り
講
座

申
問
　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

学びの広場

かみふる


